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1コース期間

（次のコースまでの標準期間）

＜減量基準＞

下記有害事象が発現した場合は１段階ずつ減量段階２まで減量

※手足症候群のみ観察された場合はゼローダのみ減量

＜ゼローダ：減量時の１回投与量＞ ＜カンプト：減量の目安＞

※ <ゼローダ：投与量＞800mg/m2 ＜ゼローダ：腎障害のある患者＞

がん種 大腸がん

レジメン名 CAPIRI療法

投与日

生食注シリンジ 10mL 静注 投与前フラッシュ用

番
号

薬剤名 投与量 投与方法 投与時間 備考

生理食塩液 250mL 点滴静注 ルートキープ用

3
アロキシ点滴静注バッグ 1袋

点滴静注側管 15分
デキサ-ト注射液1.65mg 6管

○

4
カンプト点滴静注 200mg/m2

点滴静注側管 90分
5％ブドウ糖液 250mL

生食注シリンジ 10mL 静注 抗がん剤終了後のロック用

○

ゼローダ錠300mg ※その他に記載 内服 朝・夕食後 day1 夕食後～day15 朝

デカドロン錠4㎎ 2錠分1 内服 朝食後 day2,3

21日 総コース数 制限なし

休薬規定及び減量規定、
中止基準

減量理由 Grade

好中球減少、血小板減少 Grade３以上

２週間以上持続する好中球減少または血小板減少Grade２

体表面積
１回量 ＵＧＴ1Ａ１遺伝子

減量段階１ 減量段階２ 野生型 変異型

２週間以上持続する下痢または口腔粘膜炎 Grade２

手足症候群※ Grade２以上

その他の非血液毒性
Grade３以上

（手足症候群、高血圧、脱毛、体重減少を除く）

1.26㎡未満 600ｍｇ

600ｍｇ

初回投与量 200ｍｇ/㎡ 150ｍｇ/㎡

1.26㎡以上1.76㎡未満 900ｍｇ 減量段階１ 160ｍｇ/㎡ 120ｍｇ/㎡

1.76㎡以上2.07㎡未満
1,200ｍｇ

減量段階２ 120ｍｇ/㎡ 100ｍｇ/㎡

2.07㎡以上2.26㎡未満
900ｍｇ

2.26㎡以上 1,500ｍｇ

2.07㎡以上 1,800ｍｇ

1.31㎡以上1.69㎡未満 1,200ｍｇ 投与開始前のCcr：30ｍL/min未満 投与禁忌

1.69㎡以上2.07㎡未満 1,500ｍｇ

その他

・治療前にＵＧＴ１Ａ１遺伝子多型検査

体表面積 1回量 投与開始前のCcr：51~80ｍL/min 初回減量は不要

1.31㎡未満 900ｍｇ 投与開始前のCcr：30~50ｍL/min 75％dose(1段階減量)


